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運転中に異変を感じたら

路肩に車を止め、すぐに救急車を呼ぶ

運転に潜む急病リスク 心疾患事故、年20件 大阪・梅田暴走

２０１６年２月２７日（土）８時０分

大阪・梅田の交差点で乗用車が暴走して２人が死亡し、１人が重体、８人が重軽傷を負った事故で、大阪

府警は２６日、司法解剖の結果、車を運転していた男性の死因が大動脈が破れたことによる病死だったと発

表。急病による事故は少なくない。２０１２年に全国で起きた交通人身事故のうち、運転者の発作・急病に

よるものは２５４件。全件数の０・０４％だが、それ以外の事故と比べて死者が出る割合が高い。心疾患は

年に２０件前後、脳血管疾患は５０件前後ある。年齢が上がるに従って脳血管疾患が多くなる傾向にあると

いう。今回の事故で車を運転していた男性（５１）の死因は、大動脈解離による心タンポナーデと判明。脳

に流れる血液が急激に減って意識を失うことがある。大動脈解離を発症すると胸や背中に引き裂かれるよう

な激しい痛みを感じる。滋賀医科大の教授によると、脳に送られる血液が減るため、正常な思考や判断がし

づらくなるという。「胸に違和感があったり背中が痛んだりするなど何らかの前兆を感じるはず。自覚症状

があれば運転を続けないことが重要だ」と指摘する。近畿大医学部の講師は「運転中に異変を感じたら路肩に

車を止め、すぐに救急車を呼んでほしい」と話す。

交差点 信号が、「青」に変った

チョット待て もう一度、安全確認しょう

バック時は、一度の確認だけでなく、もう一度確認しましょう

車間距離を十分に 滑って、追突を未然に防止

「なれた道・なれた仕事」 に注意 ＜”だいじょうぶだろう”は厳禁です＞

冬道の危険を予知して、最大限の事故回避を

車が動いているときは、いかなる場合も

常に、100％運転に集中すること

自分は、事故を起こすはずがない？ 事故に遭うはずがない？

左側の路地から出てきた

乗用車と、幼稚園バスが出合い頭に衝突

２０１６年２月２６日（金）１５時３２分

２６日午後２時２０分ごろ、東京都で、幼稚園の送迎バスと乗用車が衝突した。東京消防庁によると、４

～６歳の女児５人と、バスの男性運転手、乗用車を運転していた女性の計７人が軽いけがをした。 警察に

よると、左側の路地から出てきた乗用車とバスが出合い頭に衝突。

交差点、右折時 運転の女性…考え事をしていた

登校中の小5男児、車にはねられ重傷

２０１６年２月２６日（金）２２時４５分

２６日午前７時半、埼玉県の信号交差点で、歩いて登校中だった小学５年生男児（１１）が、女性会社員（４６）

の乗用車にはねられた。男児は腕、脚、ろっこつを折る重傷。交差点を右折する際、集団登校で６人で列に

なって横断歩道を渡っていた男児をはねた。女性は「考え事をしていてぶつかってしまった」と話している。

信号待ちのトラックにトラック追突 8台玉突き 4人搬送

２０１６年２月２６日（金）１３時４０分

２６日午前１０時半ごろ、福岡県の国道で、信号待ちで停止中のトラックに４トントラックが追突するなど車８

台が絡む事故になりました。男女４人が病院に運ばれましたが、いずれも命に別状はないということです。

駐車禁止区域

ハザードを点灯して駐車中のトラックに追突 男性死亡

２０１６年２月２６日（金）２３時４５分

２６日午後６時１５分ごろ、神奈川県の市道で、男性（３６）のミニバイクが、路上に止まっていたトラ

ック後部に衝突、男性は搬送先の病院で死亡した。警察によると、現場は片側２車線の直線で、駐車禁止区

域。トラックはハザードランプを点灯させて道路脇に止まっていたという。

札幌で追突の男性、酒気帯び運転、ひき逃げでも立件

２０１６／０２／２７ ０７：００

２５日午後１０時５分ごろ、札幌市白石区中央２の６の国道１２号で、無職の男性容疑者（４１）が乗用車

を運転中、軽乗用車２台に相次いで追突するなどし、男女３人に軽傷を負わせた疑い。乗用車には同乗者が

おり、容疑者は「運転していない」と容疑を否認しているという。現場にパトカーが駆けつけたところ、容

疑者は逃走、路上で取り押さえた。当初、呼気検査を拒否、同署が血液検査をしたところ、基準値超相当の

アルコールが検出されたという。同署は道交法違反（ひき逃げ、酒気帯び運転）容疑でも立件する方針。


